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行政職員と
民間団体が

一緒に考える

ゲストスピーカー

プログラム

お申込み方法

時間：18:00 - 20:00（開場：17:30）
会場：豊島区役所1階
　　　としまセンタースクエア

⾦11.2920
24

日時・会場

 心をひらく一歩

支援者の経験から
学ぶ対話の方法

行政職員と民間団体が一緒に考える

半村　進
株式会社キズキ

幼少期より世の中に違和感を感じ、中
学高校では不登校、東大在籍中には
5年半のひきこもりを経験。30歳で初
のアルバイトとしてキズキ共育塾の講師
となり、その後正社員として勤務。現
在 は 相 談 員 と し て 日 々 、 ひ き こ も り や
不 登 校 に 悩 む 当 事 者 や ご 家 族 の 方 々
の ご 相 談 に 応 じ 、 こ れ ま で 2000 名 以
上の方々を支援している。

令和６年豊島区子ども若者支援

1 基調講演

2 意見交流会
ワールドカフェ方式による
参加者同士の意見交換会

元ひきこもり当事者が語る、
子ども・若者支援
ー当事者への支援の届け方ー

対象者
・子ども若者支援関係者
・支援に興味をお持ちの方（団体・個人）

お申し込み
電話またはメールにて、お申し込みください
豊島区　子ども若者課　子ども若者支援グループ
電話：03-4566-2475
メール：ashisusoudan@city.toshima.lg.jp

「ここにいるよ」
　という言葉は、
　子ども若者からの
「こんな思いを抱えて、
　ここにいるよ」
　という声と、
　大人からの
「支援をする大人が
　ここにいるよ。いつでも
　頼ってください」
　という声の重なりを
　表しています。


